
(57)【要約】

【課題】　小型化が可能で単一指向性となるマイクロホ

ン装置を合理的に構成する。

【解決手段】　薄型で双指向性のマイクロホンＭをケー

スＣの内部に備え、このケースＣの前壁部１１に第１音

孔Ｈ１と第２音孔Ｈ２とを形成し、第１音孔Ｈ１からの

音響信号をマイクロホンＭの前面Ｆに導く第１導音空間

Ｓ１と、第２音孔Ｈ２からの音響信号をマイクロホンＭ

の後面Ｒに導く第２導音空間Ｓ２とをケースＣの内部に

形成し、第２導音空間Ｓ２に音響抵抗材Ｄを介装するこ

とによってマイクロホンＭの前面Ｆと後面Ｒとに音圧差

を作り出して感度を高めた。

【選択図】　　　　図２

JP 2005-295278 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ イ ク ロ ホ ン を ケ ー ス 内 部 に 備 え 、 こ の ケ ー ス に 形 成 し た 音 孔 か ら の 音 響 信 号 を マ イ ク
ロ ホ ン に 導 く よ う に 構 成 さ れ て い る マ イ ク ロ ホ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 マ イ ク ロ ホ ン が 軸 芯 方 向 に 沿 う 両 方 向 か ら の 音 響 信 号 を 取 得 す る 双 指 向 性 型 に 構 成
さ れ る と 共 に 、 前 記 ケ ー ス の 同 一 の 壁 部 に 前 記 音 孔 と し て 第 １ 音 孔 と 第 ２ 音 孔 と が 形 成 さ
れ 、 こ の ケ ー ス の 内 部 に 前 記 第 １ 音 孔 か ら の 音 響 信 号 を 前 記 マ イ ク ロ ホ ン の 前 面 に 導 く 第
１ 導 音 空 間 と 、 前 記 第 ２ 音 孔 か ら の 音 響 信 号 を 前 記 マ イ ク ロ ホ ン の 後 面 に 導 く 第 ２ 導 音 空
間 と が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 導 音 空 間 と 第 ２ 導 音 空 間 と の 何 れ か 一 方 又 は 双 方 に 音 響 抵 抗 材
を 備 え て い る マ イ ク ロ ホ ン 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ケ ー ス が 、 前 ハ ウ ジ ン グ と 後 ハ ウ ジ ン グ と で 構 成 さ れ 、 こ の 前 ハ ウ ジ ン グ の う ち 前
記 軸 芯 と 直 交 す る 姿 勢 の 前 壁 部 に 前 記 第 １ 音 孔 と 第 ２ 音 孔 と が 形 成 さ れ る と 共 に 、 こ の 前
壁 部 の 内 面 側 に 前 記 第 １ 音 孔 に 連 な る 空 間 と 第 ２ 音 孔 に 連 な る 空 間 と を 隔 絶 す る 壁 体 が 形
成 さ れ 、 こ の 壁 体 と 、 前 ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 後 ハ ウ ジ ン グ と で 取 り 囲 ま れ る 空 間 に よ っ て
前 記 第 ２ 導 音 空 間 を 形 成 し て あ る 請 求 項 １ 記 載 の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 前 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に 、 こ の 前 ハ ウ ジ ン グ と 前 記 後 ハ ウ ジ ン グ と を 隔 絶 す る よ う 前
記 軸 芯 と 直 交 す る 姿 勢 の 隔 壁 を 配 置 し 、 こ の 隔 壁 と 前 ハ ウ ジ ン グ と で 取 り 囲 ま れ る 空 間 に
よ っ て 前 記 第 １ 導 音 空 間 を 形 成 し て あ る 請 求 項 ２ 記 載 の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 マ イ ク ロ ホ ン が 基 板 に 支 持 さ れ る と 共 に 、 こ の 基 板 が 前 記 隔 壁 と 平 行 す る 位 置 に 配
置 さ れ て い る 請 求 項 ３ 記 載 の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 マ イ ク ロ ホ ン が 、 前 記 前 面 側 と 後 面 側 と に 音 響 開 口 を 形 成 し た 円 盤 状 の カ プ セ ル の
内 部 に 振 動 板 と イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 素 子 と を 収 納 し た エ レ ク ト レ ッ ト 型 に 構 成 さ れ て い る
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ イ ク ロ ホ ン を ケ ー ス 内 部 に 備 え 、 こ の ケ ー ス に 形 成 し た 音 孔 か ら の 音 響 信
号 を マ イ ク ロ ホ ン に 導 く よ う に 構 成 さ れ て い る マ イ ク ロ ホ ン 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た マ イ ク ロ ホ ン 装 置 と 関 連 す る 技 術 と し て 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ
る も の が 存 在 す る 。 こ の 特 許 文 献 １ で は 、 携 帯 電 話 機 に ヒ ン ジ を 介 し て 開 閉 自 在 に 開 閉 体
（ 本 発 明 の ケ ー ス ） を 支 持 し 、 こ の 開 閉 体 の 内 部 に 双 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン を 配 置 し 、 こ
の 開 閉 体 の 内 側 壁 部 に 内 側 音 孔 を 形 成 し 、 外 側 壁 部 に 外 側 音 孔 を 形 成 し 、 開 閉 体 の 内 部 に
内 側 音 孔 と マ イ ク ロ ホ ン の 前 側 音 孔 結 ぶ 音 路 を 形 成 し 、 外 側 音 孔 と マ イ ク ロ ホ ン の 後 側 音
孔 と を 結 ぶ 音 路 を 形 成 し て い る 。 こ の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 で は 、 ２ つ の 音 孔 か ら 開 閉 体 の 内
部 に 入 っ た 音 波 の 圧 力 差 か ら Ｓ ／ Ｎ 比 が 大 き い 集 音 を 実 現 す る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ ‐ １ １ ０ ６ ７ ６ 号 公 報 　 （ 段 落 番 号 〔 ０ ０ １ ８ 〕 ～ 〔 ０ ０ ２
３ 〕 、 図 ４ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 昨 今 、 自 動 車 を 単 な る 移 動 空 間 か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 空 間 へ と 変 え る 車 載 情 報 シ ス テ
ム が 注 目 さ れ て お り 、 こ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 空 間 を 実 現 す る た め に イ ン タ ー ネ ッ ト に 接
続 す る コ ン ピ ュ ー タ を 自 動 車 に 搭 載 す る こ と に よ り リ ア ル タ イ ム の 交 通 情 報 の 取 得 や 、 ナ
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ビ ゲ ー シ ョ ン 情 報 の 取 得 、 盗 難 時 の 自 動 通 報 等 が 実 現 し つ つ あ る 。 ま た 、 こ の よ う な コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 空 間 を 実 現 す る た め に 良 好 な 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 マ イ ク ロ ホ ン の 具 体 的 な 使 用 形 態 と し て は 、 運 転 者 や 助 手 席 の 同 乗 者 か ら の 音 声 を キ ャ
ッ チ す る た め に 車 内 の マ ッ プ ラ イ ト や ル ー ム ミ ラ ー 、 あ る い は 、 ハ ン ド ル 部 分 や フ ロ ン ト
パ ネ ル 部 分 に 内 蔵 す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 箇 所 に 備 え る マ イ ク ロ ホ ン は 比 較 的
離 間 し た 位 置 の 音 声 を 取 得 す る た め に 単 一 指 向 性 の も の を 必 要 と す る も の の 、 こ の 単 一 指
向 性 の マ イ ク ロ ホ ン は 薄 型 小 型 化 が 制 約 さ れ る と 云 う 不 都 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 小 型 化 が 可 能 な マ イ ク ロ ホ ン と し て エ レ ク ト レ ッ ト 型 の も の を 考 え た 場 合 、 特 許 文 献 １
に 記 載 さ れ る 双 指 向 性 の も の と 単 一 指 向 性 の も の と が 存 在 す る 。 双 指 向 性 の も の と 単 一 指
向 性 の も の と 比 較 す る と 、 双 指 向 性 の も の が 小 型 化 し や す く 安 価 で あ る 。 こ の よ う な 観 点
か ら 双 方 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン を 用 い て 単 一 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 を 作 り 出 す こ と が 望
ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 小 型 化 が 可 能 で 単 一 指 向 性 と な る マ イ ク ロ ホ ン 装 置 を 合 理 的 に 構 成 す
る 点 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 特 徴 は 、 マ イ ク ロ ホ ン を ケ ー ス 内 部 に 備 え 、 こ の ケ ー ス に 形 成 し た 音 孔 か ら の
音 響 信 号 を マ イ ク ロ ホ ン に 導 く よ う に 構 成 さ れ て い る マ イ ク ロ ホ ン 装 置 に お い て 、
　 前 記 マ イ ク ロ ホ ン が 軸 芯 方 向 に 沿 う 両 方 向 か ら の 音 響 信 号 を 取 得 す る 双 指 向 性 型 に 構 成
さ れ る と 共 に 、 前 記 ケ ー ス の 同 一 の 壁 部 に 前 記 音 孔 と し て 第 １ 音 孔 と 第 ２ 音 孔 と が 形 成 さ
れ 、 こ の ケ ー ス の 内 部 に 前 記 第 １ 音 孔 か ら の 音 響 信 号 を 前 記 マ イ ク ロ ホ ン の 前 面 に 導 く 第
１ 導 音 空 間 と 、 前 記 第 ２ 音 孔 か ら の 音 響 信 号 を 前 記 マ イ ク ロ ホ ン の 後 面 に 導 く 第 ２ 導 音 空
間 と が 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 導 音 空 間 と 第 ２ 導 音 空 間 と の 何 れ か 一 方 又 は 双 方 に 音 響 抵 抗 材
を 備 え て い る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 第 １ 導 音 空 間 と 第 ２ 導 音 空 間 と の 何 れ か 一 方 に 導 か れ る 音 響 信 号 が 音
響 抵 抗 材 に よ っ て 遅 延 す る の で 、 第 １ 音 孔 か ら 第 １ 導 音 空 間 を 介 し て マ イ ク ロ ホ ン の 前 面
に 導 か れ る 音 響 信 号 と 、 第 ２ 音 孔 か ら 第 ２ 導 音 空 間 を 介 し て マ イ ク ロ ホ ン の 後 面 に 導 か れ
る 音 響 信 号 と に 音 圧 差 を 作 り 出 し 、 双 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン で 音 響 信 号 を 取 得 す る こ と が
可 能 と な る 。 特 に 、 第 ２ 音 孔 と ケ ー ス の 同 一 の 壁 部 に 第 １ 音 孔 と 第 ２ 音 孔 と を 形 成 し て い
る の で 、 夫 々 の 音 孔 が 開 放 す る 方 向 に 向 か う 指 向 性 を 得 る も の と な る 。 そ の 結 果 、 安 価 で
製 造 が 容 易 な 双 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン を 用 い て 小 型 化 が 可 能 で 単 一 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン
装 置 が 合 理 的 に 構 成 さ れ た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 ケ ー ス が 前 ハ ウ ジ ン グ と 後 ハ ウ ジ ン グ と で 構 成 さ れ 、 こ の 前 ハ ウ ジ ン グ
の う ち 前 記 軸 芯 と 直 交 す る 姿 勢 の 前 壁 部 に 前 記 第 １ 音 孔 と 第 ２ 音 孔 と が 形 成 さ れ る と 共 に
、 こ の 前 壁 部 の 内 面 側 に 前 記 第 １ 音 孔 に 連 な る 空 間 と 第 ２ 音 孔 に 連 な る 空 間 と を 隔 絶 す る
壁 体 が 形 成 さ れ 、 こ の 壁 体 と 、 前 ハ ウ ジ ン グ と 、 前 記 後 ハ ウ ジ ン グ と で 取 り 囲 ま れ る 空 間
に よ っ て 前 記 第 ２ 導 音 空 間 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 壁 体 を 前 ハ ウ ジ ン グ に 形 成 し 後 ハ ウ ジ ン グ を 備 え る だ け で 、 こ の 壁 体
と 前 ハ ウ ジ ン グ と 後 ハ ウ ジ ン グ と で 取 り 囲 ま れ る 空 間 に よ っ て 第 ２ 導 音 空 間 が 形 成 さ れ る
も の と な る 。 つ ま り 、 第 ２ 導 音 空 間 を 形 成 す る た め の 特 別 の 部 材 を 取 り 付 け ず と も 、 前 ハ
ウ ジ ン グ の 構 造 の 設 定 に よ り 第 ２ 音 孔 か ら の 音 響 信 号 を マ イ ク ロ ホ ン の 後 面 に 導 く こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 前 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に 、 こ の 前 ハ ウ ジ ン グ と 前 記 後 ハ ウ ジ ン グ と を 隔 絶
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す る よ う 前 記 軸 芯 と 直 交 す る 姿 勢 の 隔 壁 を 配 置 し 、 こ の 隔 壁 と 前 ハ ウ ジ ン グ と で 取 り 囲 ま
れ る 空 間 に よ っ て 前 記 第 １ 導 音 空 間 を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 隔 壁 と 前 ハ ウ ジ ン グ と で 取 り 囲 ま れ る 状 態 の 第 １ 導 音 空 間 を 形 成 す る
こ と が 可 能 と な る 。 つ ま り 、 ケ ー ス 内 部 に 双 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン を 備 え る 場 合 に は 、 こ
の マ イ ク ロ ホ ン の 前 面 側 に 第 １ 導 音 空 間 を 形 成 し 、 こ の マ イ ク ロ ホ ン の 後 面 側 に 第 ２ 導 音
空 間 を 形 成 す る た め に 、 マ イ ク ロ ホ ン を ケ ー ス の 前 後 方 向 で の 中 間 位 置 に 配 置 す る こ と に
な る が 、 隔 壁 を 配 置 す る こ と に よ り 、 第 １ 導 音 空 間 を 作 り 出 し 、 第 １ 音 孔 か ら の 音 響 信 号
を マ イ ク ロ ホ ン の 前 面 に 導 く こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 マ イ ク ロ ホ ン が 基 板 に 支 持 さ れ る と 共 に 、 こ の 基 板 を 前 記 隔 壁 と 平 行 す
る 位 置 に 配 置 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 隔 壁 と 平 行 す る 位 置 に 基 板 を 配 置 す る こ と に よ り 、 こ の 基 板 を 第 １ 導
音 空 間 に 露 出 す る 側 に 配 置 し て も 音 響 信 号 を 阻 害 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 マ イ ク ロ ホ ン が 、 前 記 前 面 側 と 後 面 側 と に 音 響 開 口 を 形 成 し た 円 盤 状 の
カ プ セ ル の 内 部 に 振 動 板 と イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 素 子 と を 収 納 し た エ レ ク ト レ ッ ト 型 に 構 成
さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 円 盤 状 の カ プ セ ル 型 に 構 成 さ れ た マ イ ク ロ ホ ン を 用 い る こ と に よ っ て
マ イ ク ロ ホ ン 装 置 全 体 の 小 型 化 が 実 現 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス Ｃ に 対 し て 双 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン Ｍ を 収 納 し て マ
イ ク ロ ホ ン 装 置 が 構 成 さ れ て い る 。 こ の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 は ケ ー ス Ｃ に 形 成 し た 第 １ 音 孔
Ｈ １ か ら の 音 響 信 号 を 第 １ 導 音 空 間 Ｓ １ に よ っ て 前 記 マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の 前 面 Ｆ 側 に 導 き 、
ケ ー ス Ｃ に 形 成 し た 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ か ら の 音 響 信 号 を 第 ２ 導 音 空 間 Ｓ ２ に よ っ て 前 記 マ イ ク
ロ ホ ン Ｍ の 後 面 Ｒ 側 に 導 く よ う 構 成 さ れ る と 共 に 、 こ の 第 ２ 導 音 空 間 Ｓ ２ に 備 え た 音 響 抵
抗 材 Ｄ に よ っ て 、 こ の 第 ２ 導 音 空 間 Ｓ ２ に 導 か れ る 音 響 信 号 を 遅 延 さ せ 、 マ イ ク ロ ホ ン Ｍ
の 前 面 Ｆ と 後 面 Ｒ と に 音 圧 差 を 作 り 出 し て 音 声 を 取 得 で き る よ う 構 成 し た も の で あ る 。 本
実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ 導 音 空 間 Ｓ ２ に 音 響 抵 抗 材 Ｄ を 備 え て い た が 、 こ の 音 響 抵 抗 材 Ｄ を
第 １ 導 音 空 間 Ｓ １ に 備 え て も 良 い 。 特 に 、 本 発 明 で は 、 第 １ 導 音 空 間 Ｓ １ と 第 ２ 導 音 空 間
Ｓ ２ と の 双 方 に 音 響 抵 抗 材 Ｄ を 備 え て 良 く （ 第 １ 導 音 空 間 Ｓ １ と 第 ２ 導 音 空 間 Ｓ ２ と の 全
て の 空 間 に 充 填 す る 状 態 で 音 響 抵 抗 材 Ｄ を 備 え て も 良 い ） 、 ま た 、 第 １ 導 音 空 間 Ｓ １ に 音
響 抵 抗 材 Ｄ を 備 え る 場 合 に は 第 １ 音 孔 Ｈ １ の 近 傍 位 置 や マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の 前 面 側 に 配 置 す
る こ と が 可 能 で あ り 、 第 ２ 導 音 空 間 Ｓ ２ に 音 響 抵 抗 材 Ｄ を 備 え る 場 合 に は 図 面 に 示 す 位 置
の 他 に 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ の 近 傍 位 置 に 配 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 は 、 自 動 車 の 車 内 に 備 え ら れ た マ ッ プ ラ イ ト や ル ー ム ミ ラ ー
等 に 内 蔵 す る こ と に よ っ て 、 運 転 者 や 助 手 席 の 同 乗 者 か ら の 音 声 を キ ャ ッ チ す る た め に 小
型 で 単 一 指 向 性 と な る よ う 構 成 さ れ た も の で あ り 具 体 的 な 構 造 を 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 双 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン Ｍ は 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 数 の 音 響 開 口 Ｍ ａ を 前 面 Ｆ と 後
面 Ｒ と に 形 成 し た 薄 型 の 円 盤 状 で 金 属 製 の カ プ セ ル Ｍ ｂ の 内 部 に 振 動 板 と Ｆ Ｅ Ｔ 等 の イ ン
ピ ー ダ ン ス 変 換 素 子 （ 図 示 せ ず ） を 内 蔵 し た エ レ ク ト レ ッ ト 型 に 構 成 さ れ 、 前 記 カ プ セ ル
Ｍ ｂ の 中 心 位 置 を 貫 通 す る 軸 芯 Ｘ に 沿 う 表 裏 両 方 向 か ら の 音 響 信 号 を 良 好 の 取 り 込 む よ う
に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の マ イ ク ロ ホ ン Ｍ は 基 板 １ の 一 方 の 端 部 に 支 持 さ れ て い る 。
こ の 基 板 １ は ガ ラ ス エ ポ キ シ 等 の 絶 縁 性 の 素 材 に プ リ ン ト 配 線 を 形 成 し 、 こ の プ リ ン ト 配
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線 に チ ッ プ 型 の 素 子 ２ を ハ ン ダ 付 け に よ り 固 定 す る こ と に よ り マ イ ク ロ ホ ン Ｍ か ら の 信 号
を 増 幅 す る ア ン プ 回 路 を 形 成 し て お り 、 こ の 基 板 １ の 他 方 の 端 部 に は ア ン プ 回 路 で 増 幅 さ
れ た 信 号 を 取 り 出 す ケ ー ブ ル ３ を 接 続 し て い る 。 前 記 基 板 １ は 必 ず し も ア ン プ 回 路 を 備 え
る 必 要 は な く 、 マ イ ク ロ ホ ン Ｍ か ら の 信 号 を 取 り 出 す プ リ ン ト 配 線 だ け を 形 成 し た 構 造 の
も の や 、 ア ン プ 回 路 以 外 に 例 え ば 、 無 線 式 に 信 号 を 送 り 出 す 回 路 を 備 え た 構 造 の も の で あ
っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 ケ ー ス Ｃ は 、 前 記 第 １ 音 孔 Ｈ １ 及 び 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ が 形 成 さ れ た 矩 形 の 前 壁 部 １ １ と
、 こ れ を 取 り 囲 む 側 壁 部 １ ２ と を 一 体 的 に 形 成 し た 樹 脂 製 の 前 ハ ウ ジ ン グ １ ０ と 、 こ の 前
ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 後 部 の 開 口 を 閉 塞 す る 板 状 に 形 成 さ れ た 樹 脂 製 の 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ と で
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 つ ま り 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 前 記 前 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 前 記 前 壁 部 １ １ の 端 部 位
置 に 前 記 第 １ 音 孔 Ｈ １ と 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ と が ス リ ッ ト 状 に 形 成 さ れ 、 こ の 前 壁 部 １ １ の 内 面
側 に 前 記 マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の 前 面 側 を 接 当 す る 形 態 で 支 持 す る 第 １ ホ ル ダ １ ３ が 一 体 的 に 形
成 さ れ て い る 。 こ の 第 １ ホ ル ダ １ ３ は 前 記 第 １ 音 孔 Ｈ １ の 側 の 一 部 が 開 放 す る 開 放 部 １ ３
Ａ を 有 し た リ ン グ 状 に 成 形 さ れ て い る 。 こ の 第 １ ホ ル ダ １ ３ よ り 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ の 側 に は 、
前 記 第 １ 音 孔 Ｈ １ に 連 な る 空 間 と 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ に 連 な る 空 間 と を 隔 絶 す る よ う に 円 弧 状 の
壁 体 １ ４ が 前 ハ ウ ジ ン グ １ ０ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 側 壁 部 １ ２ の 端 部 に
は 前 記 ケ ー ブ ル ３ の 挿 通 を 許 す ケ ー ブ ル ガ イ ド 部 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ は 、 後 壁 部 ２ １ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 こ の 後 壁 部 ２ １ の 内 面 側 に
前 記 マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の 後 面 側 に 接 当 す る 形 態 で 支 持 す る 第 ２ ホ ル ダ ２ ２ が 一 体 的 に 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 第 ２ ホ ル ダ ２ ２ は 前 記 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ の 側 の 一 部 が 開 放 す る 開 放 部 ２ ２ Ａ を
有 し た リ ン グ 状 に 成 形 さ れ て い る 。 こ の 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 内 面 側 に は 一 対 の 位 置 決 め 部
２ ３ が 突 設 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 端 部 に は 前 記 ケ ー ブ ル ３ の 挿 通 を
許 す ケ ー ブ ル ガ イ ド 部 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 ケ ー ス Ｃ の 内 部 に は 第 １ 中 間 部 材 Ａ と 第 ２ 中 間 部 材 Ｂ と を 収 め て い る 。 つ ま り 、 第
１ 中 間 部 材 Ａ は 、 第 １ 音 孔 Ｈ １ と 前 記 第 １ ホ ル ダ １ ３ の 開 放 部 １ ３ Ａ と に 連 な る 空 間 を 形
成 す る 隔 壁 ３ １ と 、 前 記 第 １ ホ ル ダ １ ３ に 外 嵌 す る リ ン グ 状 部 ３ ２ と を 一 体 化 し た 柔 軟 な
樹 脂 で 形 成 さ れ 、 こ の 第 １ 中 間 部 材 Ａ の リ ン グ 状 部 ３ ２ に お い て 前 記 第 １ ホ ル ダ １ ３ の 開
放 部 １ ３ Ａ と 対 応 す る 部 位 に 開 放 部 ３ ２ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 第 ２ 中 間 部 材 Ｂ
は 、 前 記 第 ２ ホ ル ダ ２ ２ に 接 当 す る リ ン グ 状 部 ３ ５ と 、 前 記 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ 側 に 開 放 す る 開
放 部 ３ ６ Ａ を 有 す る 案 内 部 ３ ６ と を 一 体 化 し た 柔 軟 な 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に ケ ー ス Ｃ と マ イ ク ロ ホ ン Ｍ と が 形 成 さ れ て い る の で 、 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン
装 置 を 組 み 立 て る 際 に は 、 前 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 側 に 前 記 第 １ 中 間 部 材 Ａ を セ ッ ト し た
後 に 、 前 記 第 １ ホ ル ダ １ ３ に 、 そ の 前 面 Ｆ を 接 当 さ せ る 状 態 で マ イ ク ロ ホ ン Ｍ を セ ッ ト す
る 。 こ の よ う に 中 間 部 材 Ａ を セ ッ ト し た 状 態 で 中 間 部 材 Ａ に 形 成 さ れ た 隔 壁 ３ １ が 前 壁 部
１ １ と 平 行 姿 勢 （ 軸 芯 Ｘ と 直 交 す る 姿 勢 ） と な る 。 次 に 、 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 内 面 側 に 前
記 第 ２ 中 間 部 材 Ｂ を セ ッ ト し 、 発 泡 樹 脂 製 の パ ッ ド で 成 る 前 記 音 響 抵 抗 材 Ｄ を セ ッ ト し た
後 に 、 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ を 前 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 嵌 合 さ せ る 形 態 で 閉 じ 、 接 着 剤 等 で 固 定 し
、 前 壁 部 １ １ の 外 面 に 音 響 信 号 が 通 過 す る 微 細 な 多 数 の 開 口 （ 繊 維 同 士 の 間 隙 ） を 有 す る
ク ロ ス ４ ０ を 貼 着 固 定 す る 。 こ の よ う に 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ を 固 定 し た 状 態 で は 前 記 音 響 抵
抗 材 Ｄ が 第 ２ 中 間 部 材 Ｂ と 、 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 後 壁 部 ２ １ と に 挟 み 込 ま れ 圧 縮 さ れ る こ
と に よ り 、 第 ２ 導 音 空 間 Ｓ ２ の 内 部 に 該 音 響 抵 抗 材 Ｄ を 隙 間 な く 充 填 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 組 み 立 て た 状 態 で は 、 前 壁 部 １ １ と 後 壁 部 ２ １ と ４ つ の 側 壁 部 １ ２ と で 閉 じ
た 空 間 （ 第 １ 音 孔 Ｈ １ 、 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ は 開 放 し て い る ） と な る ケ ー ス Ｃ が 形 成 さ れ る と 共
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に 、 前 記 第 １ ホ ル ダ １ ３ と 前 記 第 ２ ホ ル ダ ２ ２ と で マ イ ク ロ ホ ン Ｍ を 前 後 方 向 （ 軸 芯 Ｘ に
沿 う 方 向 ） か ら 挟 み 込 ん で マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の 位 置 が 決 ま る も の と な る 。 ま た 、 前 記 第 １ 中
間 部 材 Ａ の 隔 壁 ３ １ の 端 縁 部 と 、 前 記 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ に 形 成 さ れ た 一 対 の 位 置 決 め 部 ２
３ と に よ っ て 前 記 基 板 １ の 端 縁 部 が 挟 み 込 ま れ る こ と に よ り 第 １ 中 間 部 材 Ａ と 基 板 １ と の
位 置 が 決 ま り 、 こ の 第 １ 中 間 部 材 Ａ の 隔 壁 ３ １ と 前 記 基 板 １ と を 平 行 姿 勢 で 接 触 さ せ て 安
定 状 態 で 支 持 す る も の と な る 。 更 に 、 こ の 基 板 １ に 接 続 す る ケ ー ブ ル ３ を 前 ハ ウ ジ ン グ １
０ の ケ ー ブ ル ガ イ ド 部 １ ５ と 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の ケ ー ブ ル ガ イ ド 部 ２ ４ と で 挟 み 込 む こ と
に よ り 、 こ の ケ ー ブ ル ３ か ら の 張 力 を 基 板 １ に 作 用 さ せ な い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 で は 、 前 記 前 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 前 壁 部 １ １ 及 び 側 壁 部 １ ２ と 、 前
記 第 １ 中 間 部 材 Ａ の 隔 壁 ３ １ と で 取 り 囲 ま れ る 部 位 に 第 １ 音 孔 Ｈ １ か ら マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の
前 面 Ｆ ま で 連 な る 前 記 第 １ 導 音 空 間 Ｓ １ が 形 成 さ れ 、 前 記 前 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 側 壁 部 １ ２
及 び 壁 体 １ ４ と 、 前 記 後 ハ ウ ジ ン グ ２ ０ の 後 壁 部 ２ １ と 、 前 記 第 ２ 中 間 部 材 Ｂ の 案 内 部 ３
６ と で 取 り 囲 ま れ る 部 位 で 第 ２ 音 孔 Ｈ １ か ら マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の 後 面 Ｒ ま で 連 な る 前 記 第 ２
導 音 空 間 Ｓ ２ が 形 成 さ れ る も の と な り 、 こ の 第 ２ 導 音 空 間 Ｓ ２ に 対 し て 充 填 す る 形 態 で 前
記 音 響 抵 抗 材 Ｄ が 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 こ の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 で は 、 第 １ 音 孔 Ｈ １ と 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ と の 夫 々 が 開 放 す る
方 向 か ら の 音 響 信 号 を 第 １ 音 孔 Ｈ １ 、 第 ２ 音 孔 Ｈ ２ か ら ケ ー ス Ｃ の 内 部 に 取 り 込 み 、 第 １
音 孔 Ｈ １ か ら の 音 響 信 号 は 第 １ 導 音 空 間 Ｓ １ を 介 し て マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の 前 面 Ｆ に 導 か れ 、
第 ２ 導 音 空 間 Ｓ ２ か ら の 音 響 信 号 は 第 ２ 導 音 空 間 Ｓ ２ を 介 し て マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の 後 面 Ｒ に
導 か れ る 際 に 音 響 抵 抗 材 Ｄ に 接 触 す る こ と に よ っ て 遅 延 し 、 こ の 遅 延 し た タ イ ミ ン グ で 音
響 信 号 が マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の 後 面 Ｒ に 伝 え ら れ る た め マ イ ク ロ ホ ン Ｍ の 前 面 Ｆ と マ イ ク ロ ホ
ン Ｍ の 後 面 Ｒ と に 加 え ら れ る 音 響 信 号 に 音 圧 差 を 作 り 出 し 、 高 感 度 で 音 響 信 号 を 電 気 信 号
に 変 換 で き る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の マ イ ク ロ ホ ン 装 置 は 、 ケ ー ス Ｃ に 対 し て 双 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン Ｍ
を 収 納 し た も の で あ り な が ら 、 ケ ー ス Ｃ の 前 壁 部 １ １ に 形 成 し た 第 １ 音 孔 Ｈ １ と 第 ２ 音 孔
Ｈ ２ と が 開 放 す る 方 向 へ の 感 度 が 高 感 度 と な る 単 一 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン と し て 使 用 可 能
と な る ば か り で な く 、 双 指 向 性 の マ イ ク ロ ホ ン Ｍ と し て 薄 型 で 安 価 な も の を 使 用 で き る の
で 装 置 全 体 の 小 型 化 が 可 能 と な る ば か り で な く 、 安 価 に 製 造 で き る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
〔 別 実 施 の 形 態 〕
　 本 発 明 は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 以 外 に 、 携 帯 電 話 機 や 半 導 体 メ モ リ に 音 声 を 記 録 す る 録
音 装 置 に 備 え も 良 い 。 又 、 ケ ー ス Ｃ の 内 部 に 形 成 さ れ る 第 １ 導 音 空 間 Ｓ １ と 第 ２ 導 音 空 間
Ｓ ２ と を ケ ー ス Ｃ を 構 成 す る 部 材 だ け で 形 成 す る こ と が 可 能 で あ り 、 マ イ ク ロ ホ ン Ｍ を 支
持 す る 基 板 １ を 前 記 隔 壁 に 兼 用 す る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 マ イ ク ロ ホ ン 装 置 の 斜 視 図
【 図 ２ 】 マ イ ク ロ ホ ン 装 置 の 断 面 図
【 図 ３ 】 マ イ ク ロ ホ ン の 前 面 側 及 び 後 面 側 を 示 す 斜 視 図
【 図 ４ 】 マ イ ク ロ ホ ン 装 置 の 各 部 の 構 造 を 示 す 断 面 図
【 図 ５ 】 マ イ ク ロ ホ ン 装 置 の 分 解 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ 　 　 　 　 　 　 基 板
１ ０ 　 　 　 　 　 前 ハ ウ ジ ン グ
１ １ 　 　 　 　 　 前 壁 部
１ ４ 　 　 　 　 　 壁 体
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２ ０ 　 　 　 　 　 後 ハ ウ ジ ン グ
３ １ 　 　 　 　 　 隔 壁
Ｃ 　 　 　 　 　 　 ケ ー ス
Ｄ 　 　 　 　 　 　 音 響 抵 抗 材
Ｆ 　 　 　 　 　 　 マ イ ク ロ ホ ン の 前 面
Ｒ 　 　 　 　 　 　 マ イ ク ロ ホ ン の 後 面
Ｍ 　 　 　 　 　 　 マ イ ク ロ ホ ン
Ｍ ａ 　 　 　 　 　 音 響 開 口
Ｍ ｂ 　 　 　 　 　 カ プ セ ル
Ｘ 　 　 　 　 　 　 軸 芯
Ｈ １ 　 　 　 　 　 第 １ 音 孔 ・ 音 孔
Ｈ ２ 　 　 　 　 　 第 ２ 音 孔 ・ 音 孔
Ｓ １ 　 　 　 　 　 第 １ 導 音 空 間
Ｓ ２ 　 　 　 　 　 第 ２ 導 音 空 間
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(8) JP 2005-295278 A 2005.10.20



フロントページの続き

(72)発明者  篠塚　寛悦
            大阪府八尾市北久宝寺１丁目４番３３号　ホシデン株式会社内
(72)発明者  藤本　伸
            大阪府八尾市北久宝寺１丁目４番３３号　ホシデン株式会社内
Ｆターム(参考) 5D017 BC18 
　　　　 　　  5D018 BB11 
　　　　 　　  5D021 CC19 

(9) JP 2005-295278 A 2005.10.20


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

